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要旨 iPhone アプリで使用できる多言語医療対話問診システムを開発した。

iPhone 多言語医療対話問診システムとは、iPhone アプリを利用して多言語の医

療問診ができるアプリケーションである。iPhone 多言語医療対話問診システムは、

日本語、中国語、ポルトガル語、韓国語、韓国語、英語に対応しており、患者は

母国語で問診が受けることができるシステムである。このシステムにより日本に

住む外国人が、母国語で医療問診が受けることができ、また遠隔地からでも医療

機関に情報を届けることが可能になると考えられる。 
 

 

１．はじめに 

 現在の日本では、国際化により多様な母国

語を持つ外国人が生活し、その数は増加傾向

にある。多様な母国語をもつ人が増えていく

にしたがってモバイル機器の文字情報にも多

言語対応１－４）が必要になると思われる。 
 また、災害や医療にかかわる現場では、言

葉のニュアンスの違いや聞き間違いで、命に

関わることがあるので、多言語に対応したシ

ステムによる母国語文字による情報配信は必

要であると考えられる。 
そこで、今回、多言語で医療問診ができる

iPhone アプリを開発した。 
 これまでに、テンプレート翻訳による多言

語の防災情報システム 5‐9）の開発や、ケータ

イでの多言語情報配信 6‐10）について研究が

なされ、実用的なシステムも提案されつつあ

るが、従来の日本のケータイの多くは、日本

語文字と英数記号にしか対応しておらず、多

言語の文字表示には、画像文字を用いるなど

の工夫が必要であった 1‐3, 6‐9, 11)。 
本研究では、iPhone（Apple 社）を利用し

て、誤訳のない母国語でいつでもどこでも医

療問診が受けられる、iPhpne アプリケーショ

ンを開発した。iPhone や iPodTouch を利用

したアプリケーションによるシステムのメリ

＊）本研究の一部は、「iPhone による多言語医療

問診システム」（九野友宏，杉田奈未穂, 長谷川

旭，長谷川聡, 宮尾克）としてモバイル学会シン

ポジウム「モバイル'10」（2010.3.17、名古屋大学）

にて九野が報告した。 
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ットは、①iPhone は、一般的なケータイとは

違い、Unicode に対応しているので、多言語

の文字表示が容易である。②iPhone 自体の操

作が、キー入力やスタイラスなどを必要とせ

ず、指で直接画面上のアイコンやキーボード、

ボタン等に触れるマルチタッチスクリーン方

式を採用しているので、ほかのケータイ機種

に比べ、直感的な操作がしやすい。また、日

本語表示がわからないユーザにも母国語表示

のボタンを表示することも容易にできると考

えられる。③「iPhone 多言語医療問診システ

ム」は、iPhone があれば、アプリケーション

をダウンロードしてくることにより、使うこ

とができるので、ネットワークにアクセスが

必要であった「ケータイ多言語対話システム」

とは違い、iPhone さえ所持していれば、どこ

でも使用することが、可能である。 
 
２．iPhone による医療問診システム 
２．１．システムの概要 

開発した「iPhone 多言語医療問診システ

ム」は、iPhone アプリとして実行できる文字

情報システムであり、iPhone が Unicode に

対応しているので、これまで画像文字など特

殊な工夫が必要だった多言語の表示が、特別

な方法を使わなくても可能である。また、日

本語、中国語、ポルトガル語、韓国語、英語、

などの言語への対応が可能であり、日本で生

活する外国人の患者はそれぞれの母国語で問

診に答えることができる。 
また、問診の内容はプログラムの外部XML

ファイルを読みこむことによって実現されて

おり、プログラムの構造をあまり理解する必

要なく医師の側から問診内容を比較的容易に

編集することができる。問診の内容を書き出

している XML ファイルは、「iPhone 多言語

医療問診システム」のプログラムの部分とは、

独立していて、そこから関数の nsarry を使

って XML ファイルから問診の内容を読みだ

しているシステムである。XMLファイルは、

Unicode の文字に対応しており、「iPhone 多

言語医療問診システム」は、XML ファイル

を外部から読み込むことによって成り立って

いる。 
２．２．システムのしくみと利用法 

「iPhone 多言語医療問診システム」は、

iPhone があれば、アプリケーションをダウン

ロードし、災害や医療の現場などにおいて、

外国人患者がいつでもどこでも問診を受ける

ことができるシステムである。このシステム

により日本に住む外国人が、母国語で医療問

診が受けることができ、また遠隔地からでも

医療機関に情報を届けることが可能になると

考えられる。図１に、このシステムの実行画

面と利用法を示す。 
このシステムでは、問診は 1 問 1 答の形式

で、画面に表示される質問に対して、患者側

が、「はい」「いいえ」の二択で答える（図 2）。
問診結果は、医療機関で参照し医師が診断や

治療に利用することを想定している（図１）。   
システムでは、はじめに使用言語を（現状

では、日本語、英語、中国語、韓国語、ポル

トガル語、の５ヶ国語から）選択すれば、母

国語で質問が表示され、「はい」「いいえ」な

どの選択ボタンも、各言語によって、それぞ

れ表示される（図１）。 
このシステムは、 iPhoneSDK を使って

Xcode で作成された（図３）。問診の内容はプ

ログラムの外部 XML ファイル（図４）を読

みこむことによって実現されており、XML
ファイルは、プログラムの部分とは独立して

いるので、プログラムの内容を理解する必要

なく医師の側から問診内容を、比較的容易に

編集することができる。XML ファイルは、

Unicode の文字に対応しており、多言語の文

字での記述が可能である。 



はせ研卒研２００９年度 

41 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

使用する母国語を選択 

 

日本語       英語      韓国語     中国語   ポルトガル語 

日本語 

日本にいる外国人患

 

日本の医療機関 

初期画面 

図 1  iPhoneによる医療問診システムの実行画面の例と想定する利用法の概念 

問診結果 
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３．まとめと今後の課題 

「iPhone 多言語医療問診システム」を

開発し、その利点と実用化の課題につい

て考察した。 今後、社会的な国際化が

進む中で、モバイル情報システムの国際

化（グローバル化）も進むと予想され、

日本国内で利用する多言語システムだ

けでなく、国境や言語の壁をこえて国際

的に利用できるシステムの構築が期待

される。iPhone は、世界共通のモバイル

端末として、そうした役割を果たす可能

性があり、多言語システムをアプリケー

ションとして公開することは有意義で

あると考える。本件のシステムも、今後

さらに発展させて実用化を目指したい。 
 また、医療問診については、今後、利

用できる言語の種類を増やしたり、医師

による診察結果の伝達にも利用できる

システムとしていきたい。さらに、今後

は、医療問診にかぎらず、文字の読めな

い子供や、視力の弱った情報弱者をも対

象としたモバイル・コミュニケーション 

以下の症状のいずれかにあてはまりますか。 
1 咳をすると血がでますか。 
2 発熱があり、膿が出ますか。 
3 ぜーぜーという息切れがありますか 
4 咳をするとき胸が痛みますか。 
5 体重の減少がありますか。 
6 呼吸困難や下肢浮腫がありますか。 
7 1~6 までの症状はないが、咳がでる。 

 はい   いいえ 

咳は、３週間以上続いていますか。 

 はい   いいえ 

突然ぜーぜーと呼吸が苦しくなりますか。 

 はい   いいえ 

最近２週間以内に海外に行きましたか。 

 はい   いいえ 

図２  iPhoneによる医療問診システムの問診内容の例 

図３ Macintoshパソコン上での開発画面 
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ツールの実現も望まれると考える。 
 報告したシステムは、現段階では、プロト

タイプであり、今後、システムの実用化に向

けて、以下のような点が、課題として残って

いる。①実用的な問診内容の整備・蓄積。②

問診内容の多言語翻訳を行い、正しい訳文を

整備しておく必要がある。③問診結果の通

信・蓄積手段を実現し、医療機関での利用を

想定した実用性の評価が必要である。④

iPhone プラットフォームと本システムの利

用性（ユーザビリティ）と社会的な利便性（ハ

ンディネス）や利用可能性（アクセシビリテ

ィ）などの評価が必要である。 
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